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1ドイツ文学におけるノヴェレ理論の研究（3）
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谷　崎英男
1．　はしがき
　筆者は前稿および前々稿において，ドイツ文学におけるノヴェレ理論の古典
的解釈と，さらにロマン主義時代における発展の諸様相を明らかにした。今回
は，その後の理論の展開についての考察に移りたいと思う。
2．　ヘツベルとノヴェレ
　クリスティアン・フリードリッヒ・ヘッベル（ChristianFriedrichHebbe1）
（1813－1863）は1839年に処女戯曲rユーディト』（Judith）（翌年初演）を発
表して，世間に認められ，劇作家としての地位と名声を獲得し，文学史上は19
世紀の生んだ最大の劇作家と評価されているが，1836年から39年にかけて，す
なわち作者が23歳から26歳頃にかけて，数篇のノヴェレを書いている。（ただ
しr牝牛』（Die　Kuh）だけは，1849年の作品である。）これらの作品は1855年
にr物語とノヴェレ』（Erz註1mgen　und　Nove11en）と題して出版されたが，
ヘッベルはそれ以前に2回，す恋わち1841年と44年に同書の上梓を目論んでい
る。しかし出版杜が見つからず，志を達することができなかった。これらの
1841年とμ年のふたつの稿には，序文が添えられていたが，1855年になってや
っと出版されたr物語とノヴェレ』には序文はつけられていない。上記の1844
年の稿の序文には，次のような一節が見出され乱
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　　rところで私が古いスタイルのノヴェレを持ち出すとき，すなわち心や精
　神の解きほぐしを目指す代りに，まったく新しくて，例のない事件と，この
　事件から生ずる新しくて，例のない人閻の生と世界に対する関係を目指すノ
　ヴェレを持ち出すとき，ノヴェレは見せかけのうえでは拡大しながらも，そ
　の形式のまとまった輸を打ち破って，もう一度ノヴェレ本来の姿にたち返る
　以外には，発展Lないという私の確信の明確な表明を，この点において認め
　てほしいものである。」（Wem　ichむbrigensNove11enimaltenStylbringe，
　so1che，die　durchaus　nur　auf　die　neue，unerhδrte　Begebenheit　und
　das　aus　dieser　entspringende　neue，　unerh6rte　Verh身1tniB　des
Menschen　zu　Leben　md　We1t　gebaut　sind，statt　auf　Herzens－md
　Geistes－ZerfasermgeI1，so　sehe　man　hierin　die　thats直ch1iche　Darleg－
　ung　meiner　Uberzeugmg，daB　die　NoveI1e　keinen　Fortschritt　machte，
　als　sie，sich　scheinbar　erweitemd，den　gesch1ossenen　Ring　ihrer
Fo㎜d岨chbrach　und　sich　wieder　in　ihre　Elemente　au且6ste．）
　さらにヘヅベルは，1855年にアルノルト・シュレーソバッハ（Amold
Schloenbach）にあてた手紙のたかで，彼の考えているノヴェレの概念を次の
ように述べている。
　　r……作りあげること，性格の中から突如としてまったく新しくて，例の
　ない側面を導き出す新しくて，例のない事件が，ノヴェレにおいては主要な
　間題であり，そのことはいつまでも変らない。」（……dieE舶ndmg，die
　neue，unerh6rte　Begebenheit，welche　dem　Charakter　p1δtz1ich　eine
　eben　so　neue　und　unerhδrte　Seite　ent1ockt，ist　und　b1eibt　in　der
　Novel1e　die亘auptsache．）
　このようなヘッベルの見解は，ロマソティークの時代を超えてゲーテの古輿
的解釈へと回帰している。このような様式への固執は，後年劇作家として犬成
するヘッベルの形式造型への関心を示すものであろうが，単にr新しくて，例
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のない事件」だけではなく，「この事件から生ずる新しくて，例のない人間の
生と世界にたいする関係」に焦点をあてた点に，かつてのボヅカチオ的な杜交
界的な物語状況の性格の代りに，個人的な性格が前面に出た近代性が示されて
いると，いってよいであろう。
3．　ムントとノヴェレ
　r若いドイツ派」（Das　junge　Deutsch1and）の一員であり，ジャーナリス
トや作家として，またその後はベルリンおよびブレスラウ犬学で文学史を講じ
たテーオドーア・ムント（Theodor　Mundt）（1808－186ユ）は，その著r美
学』（Aesthetik）（1845年）のなかで，ロマーンとノヴェレの関係について次
のように述べている。
　　rロマーンのなかには，文学の種々な要素がふたたび幾分かは結合しあっ
　ており，特に叙情詩的なものと戯曲的なものが，その中で融合しているのが
　見られる。それでたとえロマーンを混合Lたジャンルと呼びたがるとしても，
　ロマーンはその中に，あらゆる次元の人間の方向の総体像を描写し，内的関
　連の豊かさを増すのである。そしてこのために，ひょっとしたら外的形式に
　おける厳密な芸術的な完成という点で目マーンに欠けるものがあるかも知れ
　ない。散文はロマーソにおいては，あらゆる状況（それが詩的なものであれ，
　散文的なものであれ）を一つにする総合機関として姿を現わすのである。
　　ロマーンは，そのゆるやかな傾向の中で，ある人生の大きな，多方面に広
　がった全方向を描写し，この人生のなかでは，個人の運命と努力が，この世
　の現存する現実との対立と反射において展開する。世界的た幅と全生涯にわ
　たる広がりをもったロマーンに対して，ノヴェレはいわば小宇宙的に向い合
　っている。ロマー：／が，人生のあらゆる部分において，また時の経過に従っ
　て出し尽くされた全人生を展示するものとし，またロマーンを直線的な方向
　に徐々に延長されて行く一本の線の，時の進展の中でつぎつぎに連なる事件
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と比較しうるとするならば，ノヴェレは，それに対してむしろ円の線に似て
いるのである。この円線は，白分自身の中に収縮し，ノヴェレが存在L，事
件のなりゆきをたどるある種の中心点に対して，きわめて確固とした関係を
もっているからである。ノヴェレは，一般に全体の人生便向からは孤立して，
個々にそれ自身で存在する人生の関係（この関係の進行と終局的な発展をま
ずさしあたって目標にはしているが）を取り扱う。ノヴニレは，最初から素
材の中心点から有機的に生ずる必然的な結論に向って努力するが，ロマー：■
の結論は，もちろん常に理にかなった満足をうるようにではあるが，一連の
事件に対して，ただ最後の事件として連絡するので，ある程度盗意的なもの
に見える。
　それゆえ，ノヴェレにおいては，事件の目指す結論あるいは核心は，もっ
とも決定的で，ノヴェレの重要性に対Lてはもっとも本質的た契機と見なさ
るべきであろう。しかしながらロマーンの関心は，結末の成果に基礎を置く
というよりは，むしろ生そのものの持続し，多様に交代する方向に基礎を置
くといえよう。ロマーンが個人の性格から生れるように，本質的には色々な
状況から生ずるノヴェレについては，ノヴェレが一定の，突如として効果を
作り出す意図をもった現実を結晶状に圧縮したものであると，主張すること
は一般に全く正しいことである。ノヴェレの人生観察は，ロマーンのように
普遍的で，多面的ではない。従ってロマーンには，その形式の慎重で，十分
な分析が必要である。ノヴェレは，その諸状況を特色ある意図と，時代傾向
と，日々の動きまでも計算された熟慮の凹面鏡に集め，その対象に応じてさ
まざまな扱い方をしたり，反対のスタイルを混ぜ合わせることができるので　　、
ある。
　ノヴェレ文学は，それゆえその造形的な形成力に役に立たないように思わ
れる熟慮の要素を，自分自身の中に抱いている。かくしてわれわれは，ドイ
ツにおいても，ノヴェレが王政復古の時期ωというだらけた時代に，華麗に
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おい茂るように登場するのを見るのである。この王政復古の時代というのは，
行動力が再び熟慮1こ席を譲り，行動において元気はつらつと前進する代りに，
とっくりと考え，ほとんど開かれていない活動の余地を，歴史の活力から再
び安値で手に入れ始めようとしていた時代であった。しかしながら，ボッカ
チオがこのノヴェレ文学の先祖であると見なされているノヴェレの祖国であ
るイタリアでは，われわれは，このジャソルがこせこせしていて崩壊した国民
生活の中から浮び出てきたのを見るのである。同様にスベインでは，ノヴェ
レは，固有の国民文学が衰えはじめ，詩的な騎士時代が市民的で，わざとら
しくみずからを反省する時代へと移行したおそい時期に発生している。」（Im
Roman　vereinigen　sich　gewisser㎜aBen　wieder　die　verschiedenen
Elemente　der　Poesie，besonders　sieht　man　das　1yrische　und
dramatische　darin　verscbme1zen，und　wenn　man　ihn　desha1b　eine
Mischgattung　zu　nemen　geneigt　ware，so　stel1t　er　doch　darin　ein
Tota1bi1d　der　menschlichen　Richtmgen　in　jeder　Ausdehnmg　dar，
md　gewinnt　an　Reichtum　der　imem　Bez首ge，was　ihm　etwa　an
strenger　Kmstvol1endmg　in　der至uBem　Form　entgehen　m6chte．
Die　Prosa　erscheint　in　ihm　a1s　das　vereinende　Gesammtorgan　a11er
Zust註nde，sie　mbgen　poetisch　oder　prosaisch　sein．
　Der　Roman　ste11t　in　seiner　weit1直u丘gen　Tendenz　die　groBe，nach
vie1en　Seiten　hin　ausgebreitete　Gesammtrichtmg　eines　Lebens　dar，
in　we1chem　sich　die　Schicksale　md　Bestrebmgen　des　Individuums
im　Gegensatz　und　Re｛ex　der　bestehenden　Wirklichkeit　der　We1t
abro11en．
　Dem　Ro閉肋mit　seiner　Ausdehnmg　in　die　Breite　der　We1t　und
durch　die　ganze　L査nge　des　Lebens　steht　die州ω2〃θgewissemaBen
mikrokosmisch　gegen砒eL　Wem　der　Roman　ein　ganzes，in　a11en
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seinen　Thei1en，auch　de㎜▽er1aufe　der　Zeit　nach　erschδpftes　Leben
zur　Anschauung　bringt，md　man　i㎞Init　seinen　im　Fortschritt　der
Zeit　sich　aneinander　reihenden　Begebenheiten　einer　Linieマergleichen
kann，die　sich　in　einer　geraden　Richtung　und　allm身hliger　Verlan－
gerung　fortbewegt，so　erscheint　die　Novel1e　dagegen　mehr　einer
Cirke1linie　g1eich，die　in　sich　selbst　zusammengeht，md　die
bestim皿teste　Beziehmg　auf　ein　gewisses　Centr㎝n　hat，um　des－
sentwillen　sie　da　ist　und　ihren　Lauf　Y011f舳rt．Die　Novel1e　behandelt
in　der　Regel　ein　von　einer　gesammten　Lebenstendenz　abgesondertes，
einzeln地r　sich　bestehendes　Lebensverh乞1tniB，auf　dessen　Veflauf
und　Endentwicke1mg　es　zun身chst　abgesehen．Sie　strebt　von　ihrem
Anfange　an　zu　einem　nothwendigen　Schlusse　hin，der　aus　dem
Mittelpunkt　des　Sto倣es　organisch　hervorgeht，w岩hrend　der　Sch1uB
des　Romans　gewissemaBen　mehr　wi11kむrlich　scheint，indem　er　sich
gleichsam　mr　a1s1etze　Begebenheit　an　eine　Reihe　von　Begebenheiten，
fre111ch　immer　zur　vemunftgemaBen　Befr1ed1gung　anschl1eBt．
　　Bei　der　N0Yelle　ware　somit　der　SchluB　oder　die　Pointe，worauf
die　Begebenheiten　hinstreben，als　das　entsc1ユeidenste　und　ihremL
Interesse　wesent1ichste　Moment　anzusehen，das　Interesse　des　Romans
aber　w倣de　nicht　sowohl　in　dem　Resultat　des　Ausgangs　beruhen，
a1s　vie1Inehr　in　der　fortlaufenden，m［annigfach　wechselnden　Richtung
des　Lebens　selbst，　Von　der　Novelle，die　wesentlich　aus　den
▽erh註1tnissen　sich　erzeugt，wie　der　Roman　aus　dem　Charakter　des
Individuums，kam　man　im　Allgemeinen　gewiB　richtig　be㎞upten，
daB　sie　eine　prismatische　Zusammendrangmg　der　Wirklichkeit　sei，
mit　Absicht　eines　bestimmten，schlagartig　he岬orzubringendenE血ects．
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　Die　Lebensanschauung　der　No▽e11e　ist　nicht　so　uniYersa1und　a11seitig，
　wie　im　Roman，der　desha1b　einer　gemessenen　md　aus揃hrlichen
　Auseinanderlegung　seiner　Form　bedarf；die　No∀e1Ie　掩I1gt　ihre
　Verha1tnlsse1n　dem　Brennsp1ege1emer　charakter1stischen　Abs1cht，
　einer　Zeittendenz，einer　auf　die　Tagesbewegung　berechneten　Reiexion
　auf，und　ist　nach　ihrem　Gegens箇nden　der　verschiedenartigsten
　Behand1ung，der　Vermischung　des　entgegengesetzten　Stils掩㎞g．
　　　Die　Novellenpoesie　tragt　somit　ein　Reiexionse1ement　in　sich，das
　ihrer　p1astiscben　Gestaltungskraft　nicht価rder1ich　zu　sein　scheiI1t．
　So　sehen　wir　sie　denn　auch　in　Deutsch1and　zur　sch1射hgen　Zeit　der
　Restaurationsepoche　so　b雌hend　und亡berwuchemd　hervortreten，z1ユ
　einer　Zeit，wo　die　Thatkraft　wieder　den　R亡ckzug　antreten　muBte
　in　die　Betrachtung，md　man，statt　im　Handeln1ebensfrisch　weiter
　vorzuschreiten，mit　sich　zu　Rathe　zu　ge㎞，md　de㎜Geiste　der
　Geschichte　den　kaum　er砒neten　Raum　wieder　abzumarkten　begam．
　In　Italien　aber，dem　Vater1and　der　Nove1len，wo　Boccacio　als
　Stammvater　dieser　Novellenpoesie　anzusehen　ist，sehen　wir　diese
　Gattung　aus　einem　klein1ichen　und　zerfa1lenen　Nationalleben　sich
　erheben．　Ebenso　entstehen　in　Spanien　die　Nove11en　zu　einer　sp証en
　Zelt，wo　dle　e1genthum11che　Nat1ona1poes1e　aufgehort　hat　zu　b1uhen，
　und　die　poetische　Ritterzeit廿bergegangen　ist　in　eine　biirgerliche
　und　k竈nst1ich　in　sich　selbst　re刮ectirte　Aera．）
　ムソトはノヴェレをロマーソに対して，r小宇宙的に」対置したり，日マー
ソがr一本の線」とするならば，ノヴェレはr円線」であるとしてい乱この
ようなロマーンとノヴェレについての美学的考察は，次の7イッシャーの見解
とともに，きわめて興味深いものである。
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4．　フィッシャーとノヴェレ
　へ一ゲル哲学の影響下にあった美学老として，テユービンゲソ，チューリヒ，
そして最終的にはシュトゥットガルト大学の教授でもあり，またみずから詩人
や作家としても活躍したフリードリッヒ・テーオドーア・フィヅシャー（Fried－
rich　Theodor　Vischer）（1807－1887）は，その主著r美学』（Aesthetik）
の中で，次のように書いている。
　　rノヴェレは，ロマーソに対して，実人生の状況および個人的な発展の大
　きな全体像の中から取り出した一場面の小さな図表として，並立している。」
　（Dem　Roman　ste11t　sich　als　das　k1einere　Bi1d　einer　Situation　aus
dem　g湖em　Ganzen　des　We1tzustands　md　der　pers6nlichen　Entwik－
　klung　die　Nove11e　zur　Seite．）
　　rノヴェレのロマーンに対する関係は，光のかたまりに対する一本の光線
　のようなものである。ノヴェレは，実人生の状況の包括的な像を与えるので
　はなくて，強烈で瞬間的な力でもって，遠景としてのより大きな全体を指向
　する包括像からの一断面を提示するのである。ある個人の完全な発展を示す
　のではなく，緊張や危機をもち，気持や運命の転回によって，そもそも人生
　とは何ぞやということを，われわれに鋭く示してくれる人生の一部分を提供
　するのである。
　　ロマーンが一違の局面による発展を示すのとは相違して，ノヴェレは一局
　面であると，簡単にいってよいであろう。ノヴェレはロマーソのために土地
　を耕し，世界の経験像を勝ち取って与えたのである。中世時代は人間や世界
　を知らず，いたるところで束縛からの解放を夢見ていたが，ボッカチオは，
　人間は人閻，『つまり死を免れない人間』であるという秘密をべらべらおし
　ゃべりをしれ16世紀にドイツで笑話が非常に人気を博したのも，同じよう
　な意味をもっている。このような小形態は，一部は単なる逸話である。逸話
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は，短い緊張と解決で満足し，人間生活の真実への実り多い，内容の豊かな
洞察の成果を備えていない。それゆえ大部分は滑稽なものである。ノヴェレ
の活動範囲は，悲劇的な領域にも及んでいて，しかもロマーンよりも多い。
このことは，ノヴェレのきちんとひきしまった性質によるのであ乱興味深
いことを簡潔に物語ろうとするものは，停滞させるものをすぱやく投げ捨て，
大団円へ向ってまっしぐらに進まなげれぱならたい・・…・」（Die　Nove1le
Yer雌1t　sich　zu㎜Ro㎜ane　wie　ein　Strah1zu　einer　Lichtmasse．　Sie
gibt　nicht　das　umfassende　Bi1d　der　Weltzus箇nde，aber　einen
Ausschnitt　daraus，der　mit　intensiver，momentaner　St註rke　auf　das
gr6Bere　Ganze　als　Perspective　hinausweist，nicht　die　vo11st蓋ndige
Entwicklung　einer　Pers6n1ichkeit，aber　ein　Sωck　aus　einem　Men－
schen1eben，das　eine　Spannung，eine　Krise　hat　und　uns　durch　eine
Gem亡hts－md　Schicksalswendmg　mit　scharfem　Accente　zeigt，was
Menschen1eben　臼berhaupt　ist．　Man　hat　sie　einfach　und　richtig　als
eine　Situation　im　Unterschied　von　der　Entwick1ung　durch　eine
Reiheマon　Situationen　im　Romane　bezeichnet．Die　Novelle　hat　dem
Romane　den　Boden　bereitet，das　Erfahru㎎sbild　der　We1t　erobert；
das　Mittela1ter　kannte　Mensch㎜d　Welt　nicht，tr釦mte池era11▽on
Exemotionen，Boccacio　plauderte　das　GeheimniB　aus，daB　Menschen
Menschen，”sterbliche　Menschen“sind．　Diese1be　Bedeutmg　hat
die　groBe　Beliebtheit　des　Schwankes，wie　er　im　sechszehnten
Jahahundert　in　Deutschland　herrscht．Diese　kleinen　Formen　sind
zum　Thei1bloBe　Anekdoten．Die　Anekdote　istmit　kurzer　Spamung
und　Losung　zufrleden　ohne　das　Resultat　elnes　fruchtbaren，mhalt－
vollen　B1ickes　in　die　Wahrheit　des　Menschenleb㎝s，daher　meist
komisch；die　Novelle　dagegen　bewegt　sich　auch　im　tragischen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l031
　10
　Gebiet，md　zwar　mehr，als　der　Roman．Es　liegt　dieB　in　ihrer
　stra任eren　Natur；wer　Interessantes　kurz　erz乞h1en　wi11，muB　das
　Retardierende　sc｝me11er　niederwe㎡en　und　auf　die　Katastrophe
　Zuei1en，・・・…　）
　フィヅシャーが，ここで強調する第一の点は，先にA・W・シュレーゲルが
rノヴェレを巧みに物語るためには，物語のなかへ入ってくる日常的なものを，
できるだけ短く処理しなければならない」と述べたように，r興味深いことを
簡潔に物語ろうとするものぱ，停滞させるものをすばやく投げ捨て，大団円へ
向ってまっしぐらに進またければならない」と説いて，ノヴェレの主観的な側
面と一点への集申が必要なことを力説していることであ私さらに第二の点は，
クンツによると，A・W・シュレーゲルによって導入され，さらにテ4一クに
よって発展させられた「転回点」（WendePmkt）という概念が，ロマン派の
理論家たちよりは，さらに発展した意味を獲得したことであ私すなわち，フ
ィッシャーはrある個人の完全な発展を示すのではなく，緊張や危機をもち，
気持や運命の転回（Gem七ths－md　Schicksalswendung）によって，そもそも
人生とは何ぞやということを，われわれに示してくれる人生の一部分を提傑す
る」ことを，ノヴェレの任務としているのである。
5．　ノ・イゼとノヴェレ
　1910年にドイツの作家としては，最初のノーベル文学賞を受賞したバウル・
ハイゼ（Pau1Heyse）（1830－1914）は，1871年にヘルマソ・クルツ（Hemann
Kurz）と共にrドイツノヴェレ珠玉集』（Deutscher　Novellenschatz）を編纂
L，その序文のなかで次のように説いている。
　　r注目すべき事件，あるいは巧妙に工夫されたびっくりするような出来事
　を，単に報告するという段階から，ノヴェレは徐々に発展して，もっとも深
　遠で重要な倫理的な問題が話題になる形式にまで進んだ。なぜならこのノヴ
　l032
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エレという控え目な文学ジャンルのなかには，特例，きわめて特殊で，個人
的な権利までが，義務との戦いにおいてその評価をえるからであ乱気まぐ
れな状況や性格によって，さらにはまったく一般的には通用しない話の落ち
によって，戯曲的な扱い方を拒まれた事例，それを理解するためには，きわ
めて念入りな個別的な性向を必要とする道徳的な思いやりや偉大さ，たぐい
まれで，独自性のあるものすべて，気まぐれなもの，道を踏みはずして醜怪
の域に近いものまでさえ，ノヴェレによって文学的に利用されうるのであ乱
　…われわれの見解によると，最小の形式であっても，どんなに俸大な働き
をする能力があるかを示すものがノヴェレであり，ノヴェレは，ロマーソと
は反対に，印象をそのまま濃縮し，一点に集中し，それによって，丁度叙事
詩に対して，物語詩が一挙にすばやくわれわれの心の奥底を打つことができ
るように，最高の勢力にまで高めることができるのである。ここでは，ロマ
ーンとノヴェレについての美学の一章を設けることは，われわれの課題とは
なりえないL，またこの序論的な覚書で，ドイツのノヴェレ理論の歴史を詳
説しようとも考えてはいない。しかしながら，さしあたりの理解をうながす
ために，次のようなこと，すたわち，われわれはロマーンとノヴェレという
二つのジャンルの相違点を，とにかく長さの尺度（この尺度を基準にすると，
ロマーソは数巻本のノヴェレであり，ノヴェレは小さなロマーンであるとい
うことになろう）を基準にして考えていないということは，いっておかねば
ならない。……ロマーソが文化および杜会象を大規模に，世界象を小規模に
展開し，その際に，いろいろた生活圏の集団的葛藤や集中的なからみ合いを
目指しているとするならぱ，ノヴェレは，たった一つの生活圏のなかで，個
別の葛藤，一個の道徳的理念あるいは運命理念，もしくははっきりと限定さ
れた一性格像を描写すべきであって，そのなかで行動する人問と公生活全体
との関係は，ただ暗示的な略記法で垣間見さえさせればよいのである。もろ
もろの状況ではなく，事件が，出来事のなかで反映される世界観ではなく，
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出来事それ自身がここでは主題なのである。というのも，個々の事例のもっ
とも深い理念的内容でも，その一面性と分離性のために一自然科学者のい
わゆる実験の遊離のために一単に相対的な価値しか保持しないであろうが，
一方ではロマーンのもつ広大さのなかで，人間の生の問題や良心の問題に，
各方面から余すところなく照明をあてることが可能だからである・……Lか
したがら一般に，われわれはこのrノヴェレ珠玉集』の作品選択の際にも，
その根本モチーフがもっとも明確にまとまっていて，しかも一多かれ少な
かれ内容豊かで一単なる構想のときにでもすでに，独自性のあるもの，特
異なものを見せているノヴェレに，優先権を与えるという法則を固く守って
い乱一つの強烈なシルニットーもう一度画家の言葉の表現を借りるなら
ぱ一が，われわれが本来の意味においてノヴェレと呼んでいるものに，欠
けてはならたいであろうし，またノヴェレの主題が優れているかどうかの吟
味は，大低の場合，そのノヴェレの内容を数行でまとめようという試みが，
そのノヴェレに短い上書をつけて，くろうとにはすでに前もって主題の特殊
な価値を教えたという昔のイタリア人が，やったようなやり方で，成功して
いるかどうかという点にあると，われわれは考えている。ポッカチオの五日
目の第九話の梗概『フニデリーゴ・デリ・アルベルギは，恋をするが，片思
いに終る。騎士道的な求婚のなかで，すべての財産を使い果し，もはや手許
にはたった一羽の鷹しか残っていない。彼の愛する婦人が偶然彼の家を訪問
し，食事に提供するものが，そのほかに何もないので，彼は鷹を彼女の食卓
にのせる。彼女は，彼がやったことを知り，急に心を変え，結婚を承諾し，
財産をも与えて，その愛に報いる。』これを読むものは，この数行のうちに
感動的で喜ぱしいノヴェレのあらゆる要素を認めないものがあるだろうか。
……われわれはもう一度次のことを繰り返す，すなわちこのように簡潔な形
式は，われわれの様々に分裂した近代の文化生活のどのテーマにも見出され
るとは限らないであろうということである。しかしながらそれでも，物語作
1034
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家がどんなに奥深いあるいは，どんなに豊かな素材についても，まずどこに
r鷹』がいるか，この物語を他の何千という物語から区別する特殊なものは，
どこにあるのかを自間しようとしたところで，別に差しつかえはないであろ
う。」（Von　dem　einfachen　Bericht　eines　merkwirdigen　Ereignisses
oder　einer　sinnreich　erfundenen　abenteurlichen　Geschichte　hat　sich
die　Nove1le　nach　und　nach　zu　der　Fom1entwicke1t，h　we1cher
gerade　die　tiefsten　und　wichtigsten　sittlichen　Fragen　zur　Sprache
kommen，weil　in　dieser　bescheidenen　dichterischen　Gattmg　auch
der　AusnahmsfalI，das　hδchst　individuelle　md　a1lerpersδn1iche　Recht
im　Kampf　der　P砒chten，seine　Ge1tmg　indet．脱11e，die　sich　durch
den　Eigensinn　der　Umstande　md　Charaktere　und　eine　durchaus　nicht
aI1gemein　gOltige　L6sung　der　dramatischen　Behandlmg　entziehen，
sitt1iche　Zartheit　oder　Gr6Be，die　zu　ihrem　Vers協ndniB　der　sorg箇1－
tigsten　Einzelzuge　bedarf，a11es　Einzige　und　Eigenartige，se1bst　das
Grinige　und　bis　an　die　Grenze　des　H鎚1ichen　sich　Verirrende　ist
von　der　Nove11e　dichterisch　zu　verwerthen．＿＿Wie　sehr　auch　die
kleinste　Form　groBerWirkmgen掩hig　sei，beweis’tmseres　Erachtens
gerade　die　Nove11e，die　im　Gegensatz　zum　Roman　den　Eindmck
eben　so　verdichtet，auf　Einen　Pmkt　sammelt　und　dadurch　zur
h6chsten　Gewalt　zu　steigem　vemag，wie　es　der　Ba1lade，dem　Epos
gegenuber，vergδnnt　ist，mit　einem　raschen　SchIage　ms　das
mnerste　Herz　zu　tre丘en．Es　kann　h1er　nlcht　unsere　Aufgabe　sem，
das　Kapite1der　Asthetik　Ober　Roman　und　Novelle　zu　schreiben，so
wenig　wir　mit　den　einleitenden　Notizen　eine　Geschichte　der
deutschen　Nove11istik　zu　geben　dachten．So　vie1aber　muB　doch　zu
vor1邑uiger　Vers箇ndigung　gesagt　werden，daB　wir　allerdings　den
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Unterschied　beider　Gattmgen　nicht　in　das　L直ngenmaB　setzen，
wonach　ein　Roman　eine　mehrb乞ndige　Nove1le，eine　Novelle　ein
k1einer　Roman　ware．＿．。．Wem　der　Roman　ein　Kultur－md　Gese1l－
schaftsbi1d　im　GrcBen，ein　Weltbi1d　i皿Kleinen　entfaltet，bei　dem
es　auf　ein　gruppenweises　Ineinandergreifen　oder　ein　concentrisches
Slchumsch11ngen　versch1edener　Lebenskre1se　recht　elgent11ch　abge－
sehen　ist，so　hat　die　Nove11e　in　einem4倣妙〃Kreise　einenθ伽2θ肋θ〃
Con伽ct，eme　s1cht1iche　oder　Sch1cksa1s－Idee　oder　e1皿　entsch1eden
abgegrenztes　Charakterbi1d　darzustel1en　und　die　Beziehungen　der
darin㎞ndelnden　Menschen　zu　dem　groBen　Ganzen　des　Weltlebens
n岨in　andeutender　Abbreviatur　durchschimmem　zu1assen．Die
θ2sc危売乃勿，nicht　die　Zus悦nde，das互κ圭g吻β，nicht　die　sich　in　ihm
spiegelnde　Weltanschauu㎎，sind　hier　die　Hauptsache：dem　selbst
der　tiefste　ideel1e　Geha1t　des　einzelnen　Falles　wird　wegen　seiner
Einseitigkeit　md　Abgetrenntheit←der　Isolierung　des　Experiments，
wie　die　Naturforscher　sagen＿mr　einen　relativen　Werth　behalten，
w童hrend　es　in　der　Breite　des　Romans皿6g1ich　wird，eine　Lebens－oder
Gew1ssensfrage　der　Menschhe1t　erschopfend　von　a11en　Selten　zu
beleuchten．　…．．・Im　A11gemeinen　aber　ha1ten　wir　auch　bei　der
Auswah1地r　unsem　Nove1lenschatz　an　der　RegeI　fest，伽7N0Ye11e
den　Vorzug　zu　geben，deren　Grmd　motiv　sich　a血deutlichsten
abrundet　und＿㎜ehr　oder　weniger　geha1tvo11＿etwas　Eigenartiges，
Spec逸sches　schon　in　der　bloBen　An1age　verrath．Eine8ま〃加5ま肋o〃2肋
＿um　nochma1s　einen　Ausdfuck　der　Malersprache　zu　H廿1fe　zu
皿ehmen一直rfte　dem，was　wir　im　eigentlichen　Sinne　Wo砂θ11θnemen，
nicht　feh1en，ja　wir　glauben，die　Probe　auf　die　Tre価ichkeit　eines
l036
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novellistischen　Motiマs，den　Inhalt　in　wenigen　Zeilen　zusammenzu－
fassen，in　der　Weise，wie　die　alten　Ita1iener　ihren　Nove工1en　kurze
むberschriften　des　Thema’s　verrathen．Wer　im　Boccaz　die　Inha1ts－
angabe　der　gten　Nove1le　des5ten　Tages1ies’t：”Federigo　degli
A1berighi1iebt，ohne　Gegen1iebe　zu　fnden；in　ritter1icher　Werbmg
　verschwendet　er　a1l　seine　Habe　und　beh乞1t　nur　noch　einen　einzigen
　Falken；diesen，da　die　von　ihm　geliebte　Dame　zuf邑11ig　sein　Haus
　besucht　und　er　sonst　nichts　hat，ihr　ein　Mahl　zu　bereiten，setzt　er
　ihr　bei　Tische　vor．　Sie　erf乞hrt，was　er　gethan，乞ndert　p1δtzlich
　ihren　Sinn　und　be1ohnt　seine　Liebe，indem　sie　ihn　zum　Herm　ihrer
　Hand　und　i㎞es　Vemδgens　macht“＿wer　erkennt　nicht　in　diesen
　wenigen　Zei1en　alle　Elemente　eines　r廿hrenden　md　erfreulichen
Nove1le，．。．…Wir　wiederholen　es：eine　so　einfache　Fom　wird　sich
　nicht節r　jedes　Thema　unseres　vie1br直chigen　modemen　Kultur1ebens
　五nden　lassen．G1eichwoh1aber　kδnnte　es　nicht　schaden，wenn　der
　Erぬh1er　auch　bei　dem　inner1ichsten　oder　reichsten　Sto伍sich　zuerst
　fragen　wo11en，wo　”der　Fa1ke“　se1，das　Speclische，das　dlese
　Geschichte　von　tausend　anderen　unterscheidet）
　ハイゼがもう一個所ノヴェレについて述べているのは，1900年にベルリンか
ら出版された『青春回想と告白』（Jugenderinnerungen　und　Bekemtnisse）
のなかである。かれはこのなかの『私のノヴェレ創作作法』（Meine　Nove1li－
stik）の項で，次のように書いている。
　　rわれわれが芸術的価値を認めるノヴェレからは，どんな現実の文学的作
　品とも同じように，われわれは，ノヴコ・レが含蓄に富んだ人問の運命や，心
　的た，精神的な，あるいは倫理的な葛藤を眼前に展示L，われわれにありふ
　れたものでない状況を通して，人清の新Lい側面を啓示することを要求する。
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化学者がある自然法則を公開実験するためには，ある種の元素の作用と戦い
と最終繕果を遊離させなければならないように，この問題は小さな枠のなか
に断固として隈定されているということが，この芸術形式の独特な魅力を構
成するのであって，ロマー1■がわれわれの前に広げてみせる広大な地平線と
多種多様な性格問題とは対立するものである。課題の内容が豊富であればあ
るほど，また深い間題がこの外的な制限のなかで解決されればされるほど，
効果はそれだけ印象深く，持続的であろう。しかLながら，小さな画像のな
かに，さまたげになる線をいれまいとする作者の憂慮もまた大切であろう。
　このノヴェレ芸術の巨匠はといえば，フランス人では，プロスペル・メリ
メ，アルフレッド・ドゥ・ミュセ，ギィ・ドゥ・モーパッサン，ロシア人で
はトゥルゲーネフや，われわれにはヴォルフゾーソの翻訳でまず知られるよ
うになったそのほかの人たちであったが，ドイツの作家のなかでは，とりわ
け，ゴヅトフリート・ケラーと，最近の作品におげるテーオドーア・シュト
ルムであ乱一般にこのノヴェレという独特な形式を自由に駆使するのに必
要な芸術的な機転は，われわれドイツ人には，ほんの不十分にしか与えられ
ていないが，一方ではまたわれわれは，近隣の諸国民がうらやむかも知れな
いようなたくさんの感受性の特性と，感情のあたたかさと，ユーモアと，感
覚的な新鮮さをもっている。……特別にノヴェレ的であるとみたすことので
きる素材の特質について，まずいうならぼ，わたしはrドイツノヴェレ珠玉
集』の序文のなかで述べ，その後はしばしば，わたLのr鷹の理論』として
引用されているものだげを，指摘したい。すなわち鷹についてのデカメロン
のあの話の内容が，5行で報告されて記憶に深く刻み込まれるように，これ
から物語ろうとする小さな話には，概略を数語で述べると，すでに特徴的な
印象を与える強力で明確なシルユットがあるかどうかを，自問しなげればな
らないということである。……ちなみに，われわれが本物の正しいノヴェレ
からは，ある心的な，あるいは精神的な問題がくっきりと限られた事例にお
l038
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いて，解決されることを求めるように，強烈な意志と性格の葛藤がつねに戯
曲によって上演されることを求めるであろう。」（Von　einer　Novel1e，der
wir　einen　kむnstlerischen　Werth　zuerkennen，ver1angen　wir　von
jeder　wirklichen　dichterischen　Schδpfung，daB　sie　uns　ein　bedeut・
sames　Menschenschicksa1，emen　see11schen，ge1st1gen　oder　s1tt11chen
Connict　vor地hre，uns　durch　einen　nicht　a11箇glichen　Vorgang　eine
neue　Seite　der　Mensche皿natur　o並enbare，DaB　dieser　Fau　in　kleinem
Ra㎞1en　energisch　abgegrenzt　ist，wie　der　Che㎜iker　die　Wirkmg
gew1sser　Elemente，1hren　Kampf　und　das　end11che　Ergebn1B”1so11e・
ren“muB，um　ein　Naturgesetz　zur　Anschauung　zu　bringen，macht
den　eigenartigen　Reiz　dieser　Kunstfor皿aus，im　Gegensatz　zu　dem
weiteren　Horizont　und　den　mannichfaltigen　Charakterprob1emen，die
der　Roman　vor　uns　ausbreitet．　Je　gehaltvo11er　die　Aufgabe　ist，je
tiefere　Prob1eme　in　dieser　auBeren　Beschrankmg　ge16’st　werden，
desto　ergreifender　md　nachhaltiger　wird　die　Wirkung　sein，desto
wichtiger　aber　auch　die　Sorge　des　Dichters，keinen　st6renden　Zug
in　das　k1eine　Biユd　hineinzubri皿gen．
　Meister　in　dieser　Kunst　waren　bei　den　F㎜nzosen　Prosper　M16rim6e，
Alfred　de　M1usset，Guy　de　Maupassant，bei　den　Russen　Turgenjew
und　viele　Andere，die　uns　inWolfsohn’sむbersetzu㎎zuerst　bekamt
geworden　sind，マon　den　Deutschen　vor　Allen　Gottfried　Ke11er　und
in　seinen　letzten　Novellen　Theodor　Stom．Im　A1lgemeinen　ist　der
k直nst1erische　Tact，der　gerade　zur　Beherrschung　dieser　eigena討igen
Fom　n6thig　ist，uns　Deutschen　nur　sparsam　verliehen，w着hrend　wir
auch　f也r　die　No▽e1le　eine　F削1e　von　Gem世thseigenschaften，W註me
der　En1p丘ndung，Hlユmor　und　sinnliche　Frische　besi屹en，㎜m　die　u皿s
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　die　Nachbamationen　beneiden　kδmten．．．．．．．Was　zm直chst　die
　Qua1i箇t　des　Sto丘es　beth丘t，der　als　spec脆sch　nove11istisch　betrachtet
　werden　kam，wiI1ich　mr　an　das　erimem，was　ich　in　der　Ein1eitmg
　zu皿　deutschen　No▽ellenschatz　ge着uBert　habe，md　was　seitdem
　vielfach　a1s　meine”Fa1kentheorie“citiert　worden　ist：daB　man　sich
　fragen　misse，ob　die　zu　erz乞h1ende　k1eine　Geschichte　eine　starke，
　deutliche∫棚o”θ肋habe，deren　UmriB，in　wenigen　Worten▽orge－
　tragen，schon　einen　charakteristischen　Eindmck　mache，wie　der
　Inhalt　jener　Geschichte　der　Decamerone　vom”Fa1ken“in　他nf
　ZeiIen　berichtet　sich　dem　GedきchtniB　tief　einpr至gt．…。・・Imむbdgen
　werden　wirstarkeWillens－oderCharakter－ConHicte　nachwie　vor　Y0m
　Drama　vorge揃hrt　verlangen，wie　von　einer　echten　und　gerechten
　Novel1e　ein　see1isches　oder　geistiges　Prob1em　in　einem　kr舶g　begrenz－
　ten　FalI　zum　Austrag　gebracht　werden　so11．）
　ヘルムート・ヒンメルは，rノヴェレ理論」の確立者として，シュレーゲル
兄弟，ティーク，ムントの三人の名前をあげ，原理上ではこれでrノヴェレ理
論」は完成したと，述べているが，121上述のハイゼの所見を考察すれば，ハイ
ゼがノヴェレの理論づげに，一つの大きな貢献をしたことは否定できないであ
ろう。
　ハイゼはまず，ノヴェレがr注目すべき事件，あるいは巧妙に工夫されたび
っくりするような出来事を，単に報告するという段階から」，rもっとも深遠で
重要な倫理的な問題が話題になる形式」にまで発展したことを述べ，ノヴェレ
はr最少の形式であっても，どんなに偉大な働きをする能力があるかを示すも
の」であるとし，さらにrノヴヱレ」とrロマーソ」の相違点をr長さの尺度」
には求めず，ノヴェレはrたった一つの生活圏のなかで，個別の葛藤，一個の
道徳的理念あるいは運命理念，もしくははっきりと隈定された一性格像を描写
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すべきである」ことを強調し，r一つの強烈なシルニヅト」が本来の意味におい
てのノヴェレには，欠けてはならないことを指摘して，rまずr鷹』がどこに
いるか，この物語を他の何千という物語から区別する特殊なものばどこにある
か」を自問しなければならたいとしている。これがハイゼみずからが述べてい
るようにr鷹の理論」（Fa1kentheorie）と呼ばれているもので，その後さまざ
まな問題を提起Lた契機になったものである。すたわちティークがr転回点」
という理論によって，ノヴェレの一つの可能な様式の傾向を明らかにしたとす
るならぱ，物語全体を穣成上締めくくることを可能にし，さらに高度な価値を
与えることのできるr物体表象」（DingsymbOl）の重要性を指摘したのは，ハ
イゼの功績であった。しかしながら，前稿でも述べたように，「転回点」がど
こにあるかをきちょうめんに追求することが愚かしいことであるのと同様に，
r鷹」のあとを追って狂奔することは，馬鹿げたことであるという7オン・ヴ
ィーゼの所謝割には，首肯せざるをえない。
　なおもう一点注目すべきことは，ハイゼが戯曲との関係について述べている
ことであるが，この点についてはさらに後述する項目で触れることになるであ
ろう。
6．　シュピールノ、一ゲンとノヴェレ
　1848年の3月革命失敗後の反動時代に自由主義的作家として，多くの政治的
杜会小説を書き，ジャーナリストとしても活躍したフリードリッヒ・シュピー
ルハーゲ：■（Friedrich　Spielhagen）（1829－1911）は，その著『ロマーソの
理論と技法への寄稿』（Beitr乞ge　zur　Theorie　und　Technik　des　Romans）
のなかで，特にノヴェレとロマーン，あるいはノヴェレとドラマの関係につい
て，次のように書いている。
　　rノヴェレとPマーンの区別は，すでに美学者たちの頭を大いに悩まして
　きた。しかしながら，その区別をおよそ次のように性格づけるならば，大体
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において折り合いがつき，著しい矛盾を恐れる必要はなくなるであろう。す
なわち，ノヴェレは諾状況や諸事情の特別な連鎖によって，興味深い葛藤に
まき込まれる完成した諸人物を取り扱うものであって，葛藤にまき込まれる
ことによって，かれらはそのもっとも特有な本性においてみずからの姿をあ
らわにせざるをえなくなるのであ乱すなわち，いつもならどうにかすんで
いる葛藤が，関係する人物の特性に制約されて，これ以外の別の結末をつげ
ることはありえないし，またこれ以外の結末をつけざるをえないということ
である。さらに古いノヴェレでは，r諸状況や諸事清の特別な遠鎮』が重き
をなしているのに対して，近代のノヴェレでは，近代的な感覚に従って主要
な力点が，r関係する人物の特性』におかれているということを，つげ加え
るならば，ノヴェレをロマーンからはっきり区別するものを，かなりまとめ
られたと思㌔ロマーンのねらいは，できる限り興味のあるストーリという
よりは，むしろ人生の広がりのできる限り完全な眺望である。それゆえロマ
ー：■は一その主要人物に一すでに完成していて，完成しているがゆえに，
どこでかかわりをもつとしても，局面を急速に終結させるような人間を必要
とするのではなくて，今なお発展中であり，従って決定的な影響を与えるこ
とはできず，むしろみずから諸状況や，教育や発展のなかで周囲の人々によ
って規定され，読者に広大な（もちろんできる限りきらびやかな）回り道を
させて，その目標に到達させる機会を，作家に与えるか，あるいは作家にそ
のように強制するような人物を必要とするのである。
　もちろん次のような目標，つまり人間の魂の深奥への洞察ということは，
ノヴヱレ作家にとっても，ロマーソ作家にとっても，同じである。しかしな
がら，前者はスブィンクスの謎の都分的な解釈で十分満足するのに対して，
後者は少なくとも窮極的な解決を求めるので，目標の高度や距離が異なるに
従って芸術的手段の取り扱いにおいても，それに応じた相違が生ずる。ノヴ
ェレ作家は，カソバスの上に少ない人物をおかねばならず，そもそもすべてが
I042
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最初の設計図の上で進行するので，バレットの上にもつ色彩は少ないが，そ
の代りにはっきりLた色彩をもち，大胆なしっかりLた筆で，いわば即座に
描くのである。それに対して多数の人物を舞台にのせ，それらの人物を前景，
後景，中景に適切に配置しなければならないロマーン作家は，できる隈り大
きな枠を必要とし，どんなに多くの色彩を自由に駆使できても，十分すぎる
ということはありえない。あるときは細い絵筆で描かなければならないし，
あるときは幅広い筆で描かなければならない。また時には陳列室に飾るよう
な逸品を描かねぱならないし，また時には生壁に壁画を描かねばならないよ
うなこともある。それゆえ，ノヴェレはわずかた因数でもって確実な結果が
はじき出される掛け算の例題に似ているし，それに引きかえ・ロマーンは足
L算に似ていて，合計すべき数の列が長く，また額が異なっているために，
その総額をえることは，煩雑で一般に不確実なのであ私従ってまた・ノヴ
ェレはその終局目的においても，またその芸術上の無駄の切捨てという点で
も，戯曲と決定的な類似性をもち，一方ロマーンは（恐らくノヴェレとロマ
ーンの問の深い相違にとってこれほど特徴的なことはたいであろうが）素材
や無駄の切捨てや手段のどの関連においても主観的であり，詩的ファソタジ
ーと文学的才能の特質の点でも，戯曲とはまったく対立するものである。
　それに一もかかわらず，すなわちノヴェレとロマーソのあいだに深い理論的
な相違があるにもかかわらず，両方の種類が絶えず素人の頭のなかで混同さ
れるばかりでなく，実際上しばしばまざりあって区別がつかなくたり，一方
が他方の領域を侵害するあまり，老練な美学老までもが，これこれの作品を
あれに分類すべきか，またはこれに分類すべきかについて・時には困惑して
しまうのであるが，これはすでに以上に指摘した近代のノヴェレの特質の結
果である。われわれ近代人にとっては，たとえばボヅカチオのように，単純
に見るということ，従って簡素に具象的に物語ることは，もはやかならずし
もできないことであり，あるいはもはやほとんど不可能なことなのである。
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ボヅカチオの目にとっては，一つの平面である場所も，われわれの目から見
ると，三つか，四つの平面であることもあり，ボッカチオにとって，一っの
色である場所でも，われわれにとっては，その色に隣接する補充色が一緒に
もれて光ってくることもあるのである。われわれは，少数の人物のあいだに
演ぜられた注目すぺき事件を，一見Lたところとるに足らない様々な周囲の
状況のなかから，純粋に引き立たせるはっきりした意図をもってい私そし
て自分で知らず知らずのうちに，この周囲の状況が間題の本質にきわめて基
本的にかかわっていることを発見するか，あるいは最初は単なる因数として
取り扱おうと思っていた性格の創造にあまりにも深く没頭したために，あっ
というまに，掛け算から足し算が，ノヴェレからロマーンができあがったり
するのである。」（DerUnterschied　zwischen　Nove1le　und　Roman　hat
den　Asthet1kem　schon　v1e1Kopfsc止merzen　vemrsacht　Indessen，
㎜an　hat　sich　im　ganzen　md　groBen　doch　geeinigt　md　braucht
keinen　erheblichen　Widerspruch　zu　f血rchten，wem皿an　jenen
Unterschied　mgef童hr　so　charakterisiert：die　Novelle　hat　es　mit
fertigen　Charakteren　zu　thun，die，durch　eine　besondere　Verkettung
der　Umst着nde　und　Ver雌1tnisse，in　einem　interessanten　KonHikt
geb醐cht　werden，wodurch　sie　gezwmgen　sind，sich　in　ihrer
a11ereigensten　Natur　zu　o伍enbaren，a1so，daB　der　Koniikt，der　sonst
Gott　weiB　wie　h乞tte　verfaufen　kδmen，gerade　diesen，durch　die
Eigent廿m1ichkeit　der　engagierten　Charaktere　bedingten　und　schlech・
terdings　keinen　anderen　Ausgang　nehmen　kann　md　muB．FOgen
wir　noch　hinzu，daB　in　der乞1teren　No∀ene”die　besondere▽erket・
tung　der　Ums協nde　und　Verh乞1tnisse“pr乞ponderiert，in　der　neueren
dagegen，der皿odemen　Empindmg　gem鎚，der　Hauptaccent　auf　die
”Eigen揃m1ichkeit　der　Charaktere“f釧t，so　haben　wir，glaube　ich，
1044
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so　zie皿1ich　beisammen，was　die　Nove11e　hinreichend　sc㎞rf　von　dem
lRomane　scheエdet．Der　Roman　hat　es　wen1ger　auf　e1ne血ogl1chst
interessante　Handlung　abgesehen，a1s　auf　eine　mδg1ichst　vol1kom－
mene　Ubersicht　der　Breite　und　Weite　des　Menschen1ebens．Er
braucht　deshalb＿und　gerade　zu　seinen　Hauptpersonen＿nicht　Men－
schen，die　schon　fertig　sind，und，wei1sie　es　sind，wo　i㎜mer　sie
eingreifen，die　Situation　zu　einem　raschen　Absch1uB　bringen，sondem
so1che　Individuen，die　mch　in　der　Entwicklung　stehen，info1gedessen
eine　bestimmende　Wirk㎜g　nicht　woh1aus泣ben　kδ㎜en，vie1mehr
selbst　durch　die　Verhaltn1sse，durch　dle　Menschen1hrer　Umgebung
in　ihrer　Bildmg，Entwick1ung　bestim皿t　werden，und　so　dem　Dichter
Ge1egenheit　geben，ja　ihn　nδtigen，den　Leser　auf　groBen，weiten
（allerdings　m6g1ichst　b1umenreichen）Umwegen　zu　seinem　Zie1e　zu
地hren．
　　Nat血rlich　ist　dieses　Zie1地r　den　Nove11isten　und　Romandichter　im
Grunde　dasse正be：die　Einsicht　in　die　Tiefen　der　Menschenseele；
aber　da　jener　sich　schon加it　einer　partiellen　Deutung　des　Sphinx－
R註tse1s　begnむgt，dieser　eine　inale　L6sung　wenigstens　ans故ebt，s0
1st　mlt　der　versch1edenen　Hohe　und　D1stance　der　Z1e1e　auch　d1e
entsprechende　Verschiedenheit　in　der　Behand1ung　der　kむnstlerischen
Mittel　gesetzt．　Der　N07ellist，wie　er　weniger　Personen　auf　die
Leinwand　zu　bringe11hat，md　eigentIich　al1es　bei　i㎞l　auf　dem
ersten　P1ane　vor　sich　geht，hat　auch　weniger　Farben　auf　der
Palette，daf廿r　aber　desto　besti1nmtere，und　er　ma1t　in　kecken，
festen　Strichen，g1eichsam卯伽α；der　Romandichter，der　viele
personen　in　Scene　setzen　md　auf　Vordergrund，Hinter－und　Mitte1－
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grund　schick1ich　verteilen　so1l，　braucht　einen　m6g1ichst　groBen
Rahmen　und　kann　eigent1ich　gar　nicht　genug　Farben　zur　Ver舶gung
haben；muB　ba1d　mit　einem　feinen　Pinse1，bald　mit　einem　breiten，
hier　ein　Kabinettst廿ck，dort　beinaheα1ヵ概o　ma1en．So　g1eicht　die
Novelle　einem　Mu1tiplikationsexempe1，in　welchem　mit　wenigen
Faktore1ユrasch　ein　sicheres　Produkt　herausgerechnet　wird；der
Ro皿an　einer　Addition，deren　Su肌me卿gewinnen，wegen　der　langen
Reihe　md　der　verschiedenen　GrδBe　der　Summanden，ums捻ndlich
und　im　ganzen　etwas　unsicher　ist．Desha1b　hat　auch　die　Nove11e
sowoh1in　ihrem　Endzweck　a1s　in　ihrer　k廿nstlerischen　Okonomie
eine　entschiedene　Ahnlichkeit　mit　dem　Drama，wahrend　der　Roman
（und　nichts　ist　vie11eicht　bezeichnender揃r　den　tiefen　Unterschied
zwischen　Nove11e　md　Roman）in　jeder　Beziehung　des　Sto丘es，der
Okonomie，der　Mitte1，ja　se1bst，subjektiY，in　Hinsicht　der　Qua1it乞t
der　poet1schen　Pbantas1e　und　d1chterlschen　Begabung，der　vo1le
Gegensatz　des　Dramas　ist．
　　Wem　nichtsdestoweniger＿trotz　des　tieien　theoretischen　Unter－
schiedes　zwischen　Nove11e　und　Roman＿beide　Species　fortw包rend
nicht　b1oB　in　den　K6pfen　der　Laien　konfundiert　werden，sondern
auch肋力”倣タso　oft　ineinder　廿bergehen，so　starke　Ubergri伍e　eine
in　das　Gebiet　der　andem　machen，daB　auch　der　gewiegte　Asthetiker
manchma1in　Yer1egenheit　gerat，ob　er　dies　oder　jenes　Produkt　hierin
碗er　dorthin　klassiiziefen　so11，so　ist　dies　eine　Fo1ge　der　Eigen㈹m－
1ichkeit　der　modemen　Novelle，auf　we1che　ich　schon　oben　hinge－
dentet　habe．Es　ist　ms　modemen　Menschen　eben　nicht　mehr　oder
kaum　noch　m6g1ich，so　einfach　zu　sehen　und　infolgedessen　so
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einfach－p1astisch　zu　erz査hlen，wie　etwa　Boccaccio．Wo的r　sein
　Augeθ伽θF胞che，sind抽r　das　unsre　drei　oder　vier；wo地r　ihn
　n皿θ肋θFarbe，schimmem地r　uns　die　benachbarten　md　die
komplement萱ren　mit　durcb．Wir　haben　die　entschiedene　Absicht，
　eine　merkw廿rdige　Begebenheit，die　sich　zwischen　wenigen　Personen
　abgespie1t　hat，rein　aus　der　Masse　der　scheinbar　gleichg廿1tigen
　U㎜gebung　herauszuarbeiten；und，ehe　wir　es　uns　versehen，丘nden
　wir，daB　diese　Umgebung　doch　sehr　wesentlich　zur　Sache　gehδrt；
　oder　wir　vertiefen　uns　so　in　die　Genesis　der　Charaktere，die　wir
　ursprむnglich　als　bloBe　Faktoren　behande1n　wo11ten，daB　im　Hand－
　umdrehen　aus　der　Multip1ikation　eine　Addition，aus　der　Nove1le　ein
　Roman　geworden　ist．）
　以上のようなシュピールハーゲソのいう所から，注目すべき点が三つあ乱
第一点は，ロマン派以後ノヴェレの形態が，とくにロマーンの挿話的た技法の
方向を目指してますます複雑化Lた事実を反映していることであ私rノヴェ
レとロマー1■のあいだに深い理論的な相違があるにもかかわらず，両方の種類
が絶えず素人の頭のなかで混同されるぼかりでなく，実際上しばしばまざりあ
って区別がつかなくなり，一方が他方の領域を侵害するあまり，老練な美学者
までもが，これこれの作品をあれに分類すべきか，またはこれに分類すべきか
について，時には困惑してしまうのであるが，これはすでに以上に指摘した近
代のノヴェレの特質の結果である。われわれ近代人にとっては，たとえばボッ
カチオのように，単純に見るということ，従って簡素に具象的に物語ることは，
もはやかならずしもできないことであり，あるいはもはやほとんど不可能なこ
となのである」というシュピールハーゲンの言葉はまさしくこの事実を明らか
にするものである。筆者は前々稿において，ノヴェレの古典的解釈について触
れたが，この古典的解釈と比較してみれば，ノヴェレのいちじるしい変貌の遇
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程が理解できるであろう。
　第二の点は，ハイゼが簡単に触れたノヴェレと戯曲の関係について，もっと
はっぎりと戯曲との類似性を強調していることである。「ノヴェレはその終局
目的においても，またその芸術上の無駄の切捨てという点でも，戯曲と決定的
な類似性をもつ」とシュピールハーゲソは書いている。ノヴェレと戯曲との類
似性については，既述のようにF・シュレーゲルはrノヴェレは，ドラマと類
似性をもっている」と述べ，またA・W・シュレーゲルは「ノヴェレは，物語
の主要都分がはっきり目につくように，決定的な転回点を必要とす乱そして
ドラマにもまた，このことが必要である」と述べているが，シュピールハーゲ
ソが，ここであらためて両者の決定的な類似性を力説していることは，注目す
べきことであろう。
　第三の点は，ロマン派以後のノヴェレの発展において，事件とともに人間の
態度がますます重要性をもつに至ったことである。「古いノヴェレではr諸状
況や諾事情の特別な連鎖』が重きをなしているのに対して，近代のノヴェレで
は，近代的な感覚に従って主要な力点が，r関係する人物の特性』におかれて
いる」とシュピールハーゲンが述べているのは，この間の事情を洞察したもの
である。
注（1）1814年におけるフラソスのブルボソ王朝の王政復古以後1848年の2月革命にいた
　　る時代をいう。
　（2）Hellmuth　Himmel：Geschichte　der　deutschen　Nove11e
（3）Bemo　von　Wiese：Die　deutsche　Nove1le
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